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　世界の景気は、ヨーロッパ地域で持ち直しのテンポが緩やかに
なっていることもあり、全体として回復が弱まっている。
　先行きについては、弱い回復が続くと見込まれる。ただし、ヨー
ロッパ地域の一部の国々における財政の先行き不安の高まりが、金
融システムに対する懸念につながっていることや金融資本市場に影
響を及ぼしていること等により、景気が下振れするリスクがある。

　アメリカでは、弱い景気回復になっている。
　先行きについては、弱い景気回復が続くと見込まれる。ただし、
失業率の高止まりや住宅価格の下落等により、景気が下振れするリ
スクがある。また、このところの金融資本市場の動きや財政緊縮の
影響に留意する必要がある。

（変更なし）

　その他アジア地域では、総じて景気は回復しているが、回復テン
ポが緩やかになっている。
  先行きについては、緩やかな回復傾向が続くと見込まれる。ただ
し、欧米向け輸出の減少や物価上昇により、景気が下振れするリス
クがある。また、このところの金融資本市場の動きに加え、タイの
洪水の影響に留意する必要がある。

　中国では、景気は内需を中心に拡大している。
　先行きについては、拡大傾向が続くと見込まれる。ただし、不動
産価格や物価の動向に加え、このところの金融資本市場の動きや欧
米向け輸出の動向に留意する必要がある。

（変更なし）

　ヨーロッパ地域では、景気は持ち直しのテンポが緩やかになって
いる。ドイツでは、緩やかな回復となっており、一部に弱い動きも
みられる。フランス及び英国では、足踏み状態にあるが、一部に弱
い動きがみられる。
　ヨーロッパ地域の先行きについては、極めて緩やかな持ち直しが
続くと見込まれる。ただし、ＥＵ首脳会議等で取組が行われている
ものの、一部の国々における財政の先行き不安の高まりが、金融シ
ステムに対する懸念につながっていることや金融資本市場に影響を
及ぼしていることにより、景気が低迷するリスクがある。また、各
国の財政緊縮による影響や、高い失業率が継続すること等に留意す
る必要がある。
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　インドでは、景気は内需を中心に拡大しているが、拡大テンポが
やや緩やかになっている。
　先行きについては、引き続き内需が堅調に推移するとみられるこ
とから、拡大傾向が続くと見込まれる。ただし、物価上昇によるリ
スクに加え、このところの金融資本市場の動きに留意する必要があ
る。

  インドでは、景気の拡大テンポは鈍化している。
  先行きについては、拡大テンポの鈍化が続くと見込まれる。ま
た、物価上昇によるリスクに加え、このところの金融資本市場の動
きに留意する必要がある。

　ヨーロッパ地域では、景気は持ち直しのテンポが緩やかになって
いる。ドイツでは、緩やかな回復となっており、一部に弱い動きも
みられる。フランス及び英国では、足踏み状態にあるが、一部に弱
い動きがみられる。
　ヨーロッパ地域の先行きについては、極めて緩やかな持ち直しが
続くと見込まれる。ただし、一部の国々における財政の先行き不安
の高まりが、金融システムに対する懸念につながっていることや金
融資本市場に影響を及ぼしていることにより、景気が低迷するリス
クがある。また、各国の財政緊縮による影響や、高い失業率が継続
すること等に留意する必要がある。
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　世界の景気は、ヨーロッパ地域で持ち直しのテンポが緩やかに
なっていることもあり、全体として回復が弱まっている。
　先行きについては、弱い回復が続くと見込まれる。ただし、ＥＵ
首脳会議等で取組が行われているものの、ヨーロッパ地域の一部の
国々における財政の先行き不安の高まりが、金融システムに対する
懸念につながっていることや金融資本市場に影響を及ぼしているこ
と等により、景気が下振れするリスクがある。

（変更なし）


